
宇都宮大学大学院地域創生科学研究科前期課程工農総合科学専攻

光工学プログラム
Graduate Program in Optical Engineering

宇都宮大学に必要な光工学プログラム

カリキュラム

日本初の修士（光工学）の学位を取得して
生命と生活を守り、産業を支えます

光工学プログラムで育成する人材像

光工学プログラムの教員紹介

お問合せ先 プログラム長 大谷幸利 otani@cc.utsunomiya-u.ac.jp

光のスペシャリスト養成

光源 光検出器

ミラー
レンズ
フィルター
ホログラム
回折格子
偏光素子
光ファイバ
光導波路
空間光変調素子

オプティクス

光源と光検出器を結ぶ光の現象を理解し操ることによって
新しい価値を見いだそうとする学術とその工学応用

栃木県を中心と
した産業

⾃動⾞産業
医療

航空

光学

光学機器・レンズ製造業の製品出荷額
従業員数 ・・・ 全国1位
事業所数 ・・・ 全国4位

エネルギー

波動光学Ⅰ、Ⅱ
プログラム科目

基礎光学Ⅰ、Ⅱ
幾何光学
結像

波動光学
フーリエ光学
干渉、回折、偏光

光導波路デバイス
光計測
ディスプレイ光学
など

光線追跡
CodeVを使った演習

光学基盤技術（民間）
光学実験
加工、計測
光学器械

(学部生向)
光科学入門（必修）
光工学Ⅰ（一部必修）
光工学Ⅱ（一部必修）

光学設計（民間）

遠隔講義（アリゾナ大）

：国内でユニークな科目

：英語科目

先端融合科学専攻
博士後期課程
オプティクスバイオ
デザインプログラム
学位：博士（光工学）

修了後の進路

100%就職や進学

微小光回路デバイスチップと
光コンピューティング・センサ
への展開

助教 近藤圭佑

光導波路や受光器、回折格子と
いった微小光学素子や、それらと
電子回路を組み合わせた応用デ
バイスを研究しています。

フェムト秒レーザーの物質励起とホログラフィ
の融合によるイメージングの研究

助教 熊谷幸汰

准教授Professor



教員名 研究内容 教員名 研究内容

大谷幸利教授 光計測、偏光科学、偏光工学、オプトメカ
トロニクス

篠田一馬准教授 光画像情報の撮影・処理・応用に関す
る研究

佐藤美恵教授 映像提示技術、ヒューマンインタフェース、
画像処理

玉田洋介准教授 バイオイメージングと光細胞操作による
新しい生命現象の発見と解明

杉原興浩教授 光機能材料を用いた光導波路デバイス、
光ファイバ通信、光インターコネクション

二宮尚准教授 可視化手法と画像処理技術を利用した
熱流動現象の三次元乱流計測

早崎芳夫教授 情報フォトニクス、計算機ホログラフィ、AI
光学、レーザーマイクロ加工

長谷川智士准教
授

超短パルスレーザーによる物質加工と
光計測・AI光学の融合

へーガンネイザ
ン教授

分光イメージング、光工学システム設計、
計算センシング、統計学解析

茨田大介准教授 ベクトル波ホログラフィ、光・力学エネル
ギー変換、時空間光信号解析

山本裕紹教授 3Dディスプレイ、奥行知覚、光暗号情報表
示技術、ディジタルサイネージ

藤村隆史准教授 光機能性材料の開発と次世代光メモ
リーシステムに関する研究

湯上登教授 超高出力レーザーとプラズマとの相互作
用による電磁波放射

博士（光工学）の学位を目指しませんか
宇都宮大学大学院地域創生科学研究科後期課程工農総合科学専攻

オプティクスバイオデザインプログラム

博士（光工学）の位置づけ

カリキュラム光工学プログラムで育成する人材像

必修・選択 科目名

研究指導 必修

特別演習
特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ
特別研究Ⅲ
特別セミナー

研究指導 選択必修
副専門研修Ⅰ
副専門研修Ⅱ

講義 選択

光工学分野

分子農学分野

物質環境化学分野

光工学分野の講義科目

•光情報システム特論
•光波センシング特論
•光機能材料デバイス特論
•三次元画像情報光学特論
•荷電粒子ビーム工学特論

•光応用工学特論
•応用光物理学特論
•分光画像処理特論
•先端情報数理特論
•乱流エネルギー特論

博士（光工学）の学位を目指しませんか

光工学分野の教員紹介

お問合せ先

プログラム長 杉原興浩 oki-sugihara@cc.utsunomiya-u.ac.jp

博士後期課程先端融合科学専攻は2021年度に発足しました。

本専攻には、次の３つの学位プログラムがあり、光工学分野は
オプティクスバイオデザインプログラムに所属しております。

オプティクスバイオデザインプログラムで取得できる
学位は次の３つになります。

日本で唯一の博士（光工学）の学位を取得できるプログラムです。

宇都宮大学の強みとする光工学と分子農学の分野を中心に、
目に見えない遺伝情報と目に見える生命現象、すなわちビッ
グデータである遺伝子の解析と農業現場での応用が結びつく
ような生物科学と、多様な観点からの光工学技術、そして生
物学と光学を結ぶ化学の分野を融合することにより、持続可
能な社会の発展に貢献する技術者、研究者として最先端分
野の発展を担う人材を育成します。
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